
苗場山麓ジオパーク＜カルチャー研究会＞ 

「晩氷期・細石刃文化の資源利用」 

～苗場山麓ジオパークから眺望するジオパークの繋がり～ 

津南町・上原 E 遺跡出土細石刃石器群

開催日 令和 3 年 11 月 28 日（日） 

会 場 農と縄文の体験実習館なじょもん 

参加費 無料 

主 催 苗場山麓ジオパーク振興協議会 

後 援 白滝ジオパーク推進協議会 

男鹿半島・大潟ジオパーク推進協議会 



「晩氷期・細石刃文化の資源利用」
ジオパークは、地質遺産の保全活用を中心に、有機的に繋がりを持つ生態環境とそれら自然環境（ジオ＋エ
コ）を背景に展開した人類活動に伴う歴史と文化の究明と保全活用に取り組むプログラムです。
このたび津南段丘から北方の地を遠望するならば「黒曜石」原産地が飛び石的に分布し、その北端の大地、

北海道の白滝黒曜石原産地が眺望され、その飛び石的に分布する黒曜石原産地の黒曜石を使用した先史人が残
した活動痕跡が日本海沿岸に散見されています。
本研究会は、白滝ジオパークと男鹿半島・大潟ジオパークから後援を頂き、「自然鉱物資源への人類適応」を

テーマに「細石刃石器群」を取り上げ、広域拡散する黒曜石を含む石器石材の共通性とその利用を知ることで、
これからの自然資源の保全と活用について考えます。

開催日 令和 3年 11月 28日（日）13：10～17：00
13：10～13：15 開会挨拶・趣旨説明 佐藤 雅一
13：15～13：35 「（仮）魚沼地域の石材環境・その利用」 佐藤 信之
13：35～13：55 「（仮）信濃川上流域の細石刃石器群」 笠井 洋祐
13：55～14：15 「（仮）魚野川流域の細石刃石器群」 桑原 健
14：15～14：35 「（仮）信濃川中下流域の細石刃石器群」 白井 雅明
14：35～14：40 休憩（５分）
14：40～16：50 パネルディスカッション「魚沼地域の細石刃石器群研究の課題」

＜コーディネーター＞ 小菅 将夫
＜パネラー＞
「（仮）中部地方における魚沼地域の細石器石器群の位置」 加藤 学
「（仮）関東地方からみた魚沼地域の細石器石器群」 諸星 良一
「（仮）北海道・東北地方からみた魚沼地域の細石器石器群」青木 要祐

16：55～17：00 閉会挨拶 佐藤 雅一
＊会場では、細石刃石器群資料を展示予定しております。
＊コロナ感染状況の広がりによっては、変更およびオンラインでの開催になる場合がございます。

＜参加申し込み＞
お電話・ ・メールにてお申込みください。
お申込み・お問合せ先
苗場山麓ジオパーク振興協議会 事務局
Tel  025-765-1600  Fax  025-765-2299
E-mail  naeba36@naeba-geo.org

この看板が
目印が目印

会場：津南町農と縄文の体験実習館なじょもん
〒949-8201新潟県中魚沼郡津南町大字下船渡乙835
　TEL/FAX  025-765-5511
    URL  http://www.najomon.com

当日は、シンポジウムをオンラインでもご覧
いただけます。
ご希望の方は、上記E-mailアドレスに、お名
前・お電話番号をお送りください。後日、視
聴IDをお送りします。

苗場山麓ジオパークの
ＨＰはこちらから→

mailto:naeba36@naeba-geo.org
http://naeba-geo.org/



